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《実験の動機》

夏の風物詩ともいえる花火。

その色が美しく見える理由を調べると炎色反応という反応を知った。

《反応の原理》

高温の炎の中にある種の金属粉末や金属化合物を置くと、それが熱エネルギーによって結合が取れて原子になる。それぞれの原子は熱エネルギーによって電子が、高いエネルギーを得て、外側の電子が回る軌道に移動する。そこで電子はエネルギーを光として放出することでエネルギーを放出し、この際に元素が特有のスペクトルを示す。したがって、比較的低温でエネルギーを得て、そのスペクトルが可視である元素が、微粉末や塩化物のような原子化されやすい状態になっているときにのみ、炎色反応が起こる。
《実験の目的》

同じ色ばかりではつまらないので、二種類以上の薬品を混ぜ合わせ色を混ぜる。

《使用する薬品》

塩化ナトリウム（橙）・塩化カリウム（紫）・塩化リチウム（赤）・純水

《手順》

①：2種類の薬品を選び出し、純水40mlに5gずつ加え混合溶液を作る。

②：水溶液を白金線につけてガスバーナーの火の中に入れる。

③：簡易分光器によって光のスペクトルを見て混ざっている事を確認。

④：元の2色でない混ざった色であることを確認

⑤：組み合わせを変えて実験をする。

《結果》

上手く混ざらなかったためか交互に炎が出たり、片方の光が強く片方を打ち消してしまうなどのことがあった。

火が混ざった事もあったがそれぞれ色が似通って余りきれいにならなかった。

またアルコールを混ぜて溶液自体に火をつけてみたりもしたが、アルコールにはこれらの薬品が溶けないのでやはり失敗してしまった。

またかき混ぜながら火をつけてもだめであった。

《考察》

炎色反応する薬品を調べてみると、これら以外にも砒素や銅も炎色反応があるという。

しかしながら色の三原色はそろっていないので余り多くの色は作れないだろうと考えられる。

また、それぞれ色の強さも違うので同じ量に統一してしまったため成功率が低かったのかもしれない。

さらに、視覚に頼る実験だったのであいまいになっていた可能性もある。

よって、今後は精度の高い実験を行いたいと思う。

